
科目名 単位数 指導学年・類・型 必修・選択 

体 育（男 子） ２ ２ 年 Ⅰ・Ⅲ 類 必 修 

 教科書名 授業担当者

****

副教材等 

 現代保健体育 

（大修館書店） 

ステップアップスポーツ 

（大修館書店） 

 

科目の到達目標 

各種目の基礎技術の練習を行って、自己の能力に適した課題に取り組んだり、自己の記録を高めたり 

する。また、集団的技能の習得により、より高度なゲームができるようにする。 

 

 

 

 

 

評価の観点と方法について 

 各種目毎のスキルテスト・測定と平常点（態度と服装）により総合的に評価する。 

 知識・技能、思考・判断・表現、主体的に取り組む態度の３つの観点別評価があることを伝え、 

学期ごとに思考・判断・表現を問うレポート課題に取り組ませる。 

 

 

 

 

 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

一

学

期 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

卓球 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフトテニス 

 

 

 

 

 

卓球 

卓球の特性を理解し、

基本的な打法を習得

するとともに簡単な

ゲームが行うことが

できようにする。安全

で手軽であるため、生

涯を通じて楽しめる

スポーツであること

を経験する。 

ソフトテニスの基礎

を学び、その楽しさを

経験する。 

 

 

 

卓球の特性を理解し、

基本的な打法を習得

するとともに簡単な

ゲームが行うことが

できようにする。 

基本技能を習得する。 

基本練習により、ﾗﾘｰが続く指導（対人・

ﾀﾞﾌﾞﾙｽ）を行う。 

①サービスの練習。 

②フォアハンドストロークの練習。（ラリーを

続ける） 

③シングルス、ダブルスのゲーム。 

 

 

基本技能の練習。 

①フォアハンドストローク・バックハンドスト

ロークの練習。 

②サービスの練習。 

③ゲーム。（リーグ戦） 

 

基本技能を習得する。 

①サービスの練習。 

②フォアハンドストロークの練習。（ラリーを

続ける） 

③シングルス、ダブルスのゲーム。 

 

 

何回ラリーが続いたか

を評価する。 

 

 

 

 

 

乱打が続けられるか。 

ストロークの正確性が

増しているか。 

ボールコントロールが

身についているか。 

 

技能練習に意欲的に取り

組んでいるか。 

ボールコントロールがで

きているか。 

 



 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

二 

学

期 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

バレーボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器械運動 

(跳び箱) 

 

 

 

 

 

 

陸上競技 

バレーボールの基礎

技術を身につけ、バレ

ーボールの楽しさを

経験する。 

ｹﾞｰﾑを通じて、勝敗を

競う過程や結果の楽

しさや喜びが味わえ

るようにする。 

 

 

自己の能力に応じ

て技を習得すると

ともに､技の達成や

演技の出来ばえに

楽しさや喜びを味

わう。 

 

 

長距離走を行う。 

ﾊﾟｽ（ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞ､ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞ）･ﾄｽ（前方への） 

･ｻｰﾌﾞ（ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞ､ｻｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞ） 

･ｽﾊﾟｲｸ（その場で､壁打ち､助走と踏みこみ） 

･ﾌﾞﾛｯｸの技術を習得する。 

･ｹﾞｰﾑ（ﾗﾘｰを楽しむ・三段攻撃・攻撃の組み立

てを楽しむ・役割を分けての攻守づくり） 

 

 

 

 

跳び箱の基礎技能を習得し、自己の能力に

応じた技へ挑戦する。 

（種目）開･閉脚跳び､台上前転､首はね跳

び､前方倒立回転跳びを行う。 

４段横・縦から、８段横・縦まで跳べるよ

うに練習を行う。 

 

 

･1周1.5ｋｍを3周走る（合計７回） 

 

基本技術が習得できてい

るか。 

ボールコントロール・ゲ

ームの方法や進行・人や

物との接触の基本が身に

付いているか。 

 

 

 

 

自分の能力に適した課

題に対し、積極的に取

り組んでいるか。 

運動に“美しさ・大き

さ・安定さ”があるか。 

 

 

 

一定のﾍﾟｰｽで走れる

か 

参加意欲 

 

三

学

期 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

３ 

サッカー 

 

 

 

 

バスケットボール 

 

 

楽しく全員がｹﾞｰﾑ

に参加できるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスケットボールの基本技術を習得しバ

スケットボールの楽しさを経験する。 

リーグ戦を行う。2人ﾊﾟｽからｼｭｰﾄ 

2対1 

5対4でﾎﾞｰﾙの取り合いｹﾞ―ム 

ﾎﾞｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ･ｼｭｰﾄ力 

･ﾊﾟｽ･ｹﾞｰﾑの中での活

躍、運動量を総合的に

評価する。 

 

技能練習に意欲的に取

り組んでいるか。 

その他 ( 履修上の留意点・大学等進学のための学習など ) 

 



科目名 単位数 指導学年・類・型 必修・選択 

体 育（女 子） ３ ２ 年 Ⅰ．Ⅱ．Ⅲ 類 必 修 

 教科書名 授業担当者
 

****

副教材等 

 

 

現代保健体育 

（大修館書店） 

ステップアップスポーツ 

（大修館書店） 

 

科目の到達目標 

心と体を一体としてとらえ、運動についての理解と運動の合理的な実践を通して、高度な運動技能を 

習得し、運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにするとともに、体力の向上を図り、社会 

的な態度を育てることによって、生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現することを、又明るく豊か 

で、活力ある生活を営む態度を育てることを目的とする。 

 

 

 

評価の観点と方法について 

 ○出席状況と参加態度。（積極的参加か、消極的参加か） 

 ○服装などの準備状況。 

 ○各種目におけるスキルテスト。 

   以上の総合評価で行うが、生徒が自らの学習状況に気付き、自らを見つめ直すきっかけとなる 

  評価になるよう心がける。 

 

 

 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

一

学

期 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

 

 

 

 

 

ﾀﾞﾝｽ 

 

 

 

 

 

器械運動（マット） 

 

 

 

 

 

1年間の流れを把握さ

せる。 

各種技能を習得しｹﾞｰ

ﾑを通じて技能を生か

した組織的な展開が

できるようにする。 

 

 

日常の生活経験に基

づく感動や内在する

情緒を身体の動きに

よって表現し、つくる

喜びを知る。 

 

個人の能力に合った

目標を立て、技術を克

服する過程を経験す

る。全身的な筋力、敏

捷性、巧ち性などの能

力を養う。 

この 1 年間の実施種目を知り、授業をｽﾑｰｽﾞに

進めていくためのルールを知る。 

ﾎﾞｰﾙの握り方  ･ｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ  ･ｺﾞﾛ､ﾌﾗｲ捕球､

送球 

･ﾊﾞｯﾄの握り方  ･ﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ  ･ﾄｽﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞと

守備。 

･ﾊｰﾌﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞと守備 

･ｹﾞｰﾑ 

・ﾃｰﾏをみつける。 

･最も表現したい内容をしぼる。 

･ﾓﾁｰﾌをつくる。 

･ﾌﾚｰｽをつくる。 

･空間構成､時間構成を工夫する。 

･発表､鑑賞。 

前転系－①前転 ②開脚前転 ③倒立前転  

④伸膝前転 

後転系－①後転 ②開脚後転 ③後転倒立 

④伸膝後転 

高度な技への挑戦→側方倒立回転 

 

聞く態度。 

 

･守備の時の安定したボ

ール操作を身につけるこ

とができたか。 

･打撃の時の安定したバ

ット操作を身につけるこ

とができたか。 

 

最も表現したい内容の 

明確か。 

･ﾓﾁｰﾌの完成度 

･空間形成は効果的か 

･作品としてのまとまり 

･技術の正確さ。 

･演技の大きさ。 

･姿勢の美しさ。 

 

 

 



月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

二

学

期 

７ 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

水泳 

 

 

体育理論 

 

 

 

天高祭種目にむけ

ての練習 

バレーボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

陸上競技 

（長距離走） 

4 泳法を速く､楽で、

美しいﾌｫｰﾑで泳ぐ。 

 

運動、スポーツの文

化的特徴について

理解する。 

 

 

 

バレーボールの基礎

技術を身につけ、バレ

ーボールの楽しさを

経験する。 

ｹﾞｰﾑを通じて、勝敗を

競う過程や結果の楽

しさや喜びが味わえ

るようにする。 

 

個人技能、集団技能を

養い、そのﾚﾍﾞﾙに応じ

た作戦を立ててｹﾞｰﾑ

ができるようにする。 

バスケットボール

の基礎・基本の技術

を理解する。 

 

自己の能力に合った

ﾍﾟｰｽで走りきる。 

 

･ｸﾛｰﾙ  ･平泳ぎ  ･背泳ぎ  ･ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 

 

 

スポーツの意義や歴史、文化的特徴や現代スポ

ーツを取り巻く様々な問題について学ぶ。 

 

 

 

 

･ﾊﾟｽ（ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞ､ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞ）･ﾄｽ（前方への） 

･ｻｰﾌﾞ（ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞ､ｻｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞ） 

･ｽﾊﾟｲｸ（その場で､壁打ち､助走と踏みこみ） 

･ﾌﾞﾛｯｸの技術を習得する。 

･ｹﾞｰﾑ（ﾗﾘｰを楽しむ・三段攻撃・攻撃の組み立

てを楽しむ・役割を分けての攻守づくり） 

 

 

 

・シュート・パス・ドリブル練習。 

・ピボットの練習。 

・フェイクの練習。 

・2対1の速攻の練習。 

 

・5対5のゲーム。（リーグ戦形式） 

 

 

長距離走・周回ｺｰｽ２周（約3ｋｍ） 

2，3学期合わせて合計７回行う。 

 

･泳ぎの正確さ､美しさ 

･25ｍ泳のﾀｲﾑ技能や知

識 

 

 

 

 

 

 

基本技術が習得できてい

るか。 

ボールコントロール・ゲ

ームの方法や進行・人や

物との接触の基本が身に

付いているか。 

 

 

 

ボールコントロール・ゲ

ームの方法や進行・人や

物との接触の基本が身に

付いているか。 

味方の位置を把握してプ

レーしているか。 

 

三

学

期 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

バドミントン 

（選択制） 

 

 

 

卓球（選択制） 

バドミントンの基礎

知識を学習するとと

もに、基本技術を理解

し体験しながら身に

つける。 

卓球の特性を理解し、

基本的な打法をしゅ

うとくするとともに

簡単なゲームが行う

ことができようにす

る。 

①ラケットの握り方・サービス・ストローク・

クリア・ドライブの練習。 

②ルールと審判法の学習。 

⑦1対1、2対２のゲーム。（リーグ戦） 

 

基本技能を習得する。 

①サービスの練習。 

②フォアハンドストロークの練習。（ラリーを

続ける） 

③シングルス、ダブルスのゲーム。 

 

基本技術の練習に意欲的

に取り組んでいるか。 

ゲームをスムーズに進め

ることができたか。 

 

技能練習に意欲的に取り

組んでいるか。 

ボールコントロールがで

きているか。 

 

 

その他 ( 履修上の留意点・大学等進学のための学習など ) 

 



科目名 単位数 指導学年・類・型 必修・選択 

体 育（男 子） ２ ２ 年 Ⅱ 類 必 修 

 教科書名 授業担当者

   ****

副教材等 

 現代保健体育 

（大修館書店） 

ステップアップスポーツ 

（大修館書店） 

 

科目の到達目標 

各種目の基礎技術の練習を行って、自己の能力に適した課題に取り組んだり、自己の記録を高めたり 

する。また、集団的技能の習得により、より高度なゲームができるようにする。 

 

 

 

 

 

評価の観点と方法について 

 各種目毎のスキルテスト・測定と平常点（態度と服装）により総合的に評価する。 

 知識・技能、思考・判断・表現、主体的に取り組む態度の３つの観点別評価があることを伝え、 

学期ごとに思考・判断・表現を問うレポート課題に取り組ませる。 

 

 

 

 

 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

一

学

期 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

卓球 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフトテニス 

 

 

 

 

 

卓球 

卓球の特性を理解し、

基本的な打法を習得

するとともに簡単な

ゲームが行うことが

できようにする。安全

で手軽であるため、生

涯を通じて楽しめる

スポーツであること

を経験する。 

ソフトテニスの基礎

を学び、その楽しさを

経験する。 

 

 

 

卓球の特性を理解し、

基本的な打法を習得

するとともに簡単な

ゲームが行うことが

できようにする。 

基本技能を習得する。 

基本練習により、ﾗﾘｰが続く指導（対人・

ﾀﾞﾌﾞﾙｽ）を行う。 

①サービスの練習。 

②フォアハンドストロークの練習。（ラリーを

続ける） 

③シングルス、ダブルスのゲーム。 

 

 

基本技能の練習。 

①フォアハンドストローク・バックハンドスト

ロークの練習。 

②サービスの練習。 

③ゲーム。（リーグ戦） 

 

基本技能を習得する。 

①サービスの練習。 

②フォアハンドストロークの練習。（ラリーを

続ける） 

③シングルス、ダブルスのゲーム。 

 

 

何回ラリーが続いたか

を評価する。 

 

 

 

 

 

乱打が続けられるか。 

ストロークの正確性が

増しているか。 

ボールコントロールが

身についているか。 

 

技能練習に意欲的に取り

組んでいるか。 

ボールコントロールがで

きているか。 

 



 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

二 

学

期 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

バレーボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器械運動 

(跳び箱) 

 

 

 

 

 

 

陸上競技 

バレーボールの基礎

技術を身につけ、バレ

ーボールの楽しさを

経験する。 

ｹﾞｰﾑを通じて、勝敗を

競う過程や結果の楽

しさや喜びが味わえ

るようにする。 

 

 

自己の能力に応じ

て技を習得すると

ともに､技の達成や

演技の出来ばえに

楽しさや喜びを味

わう。 

 

 

長距離走を行う。 

ﾊﾟｽ（ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞ､ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞ）･ﾄｽ（前方への） 

･ｻｰﾌﾞ（ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞ､ｻｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞ） 

･ｽﾊﾟｲｸ（その場で､壁打ち､助走と踏みこみ） 

･ﾌﾞﾛｯｸの技術を習得する。 

･ｹﾞｰﾑ（ﾗﾘｰを楽しむ・三段攻撃・攻撃の組み立

てを楽しむ・役割を分けての攻守づくり） 

 

 

 

 

跳び箱の基礎技能を習得し、自己の能力に

応じた技へ挑戦する。 

（種目）開･閉脚跳び､台上前転､首はね跳

び､前方倒立回転跳びを行う。 

４段横・縦から、８段横・縦まで跳べるよ

うに練習を行う。 

 

 

･1周1.5ｋｍを3周走る（合計７回） 

 

基本技術が習得できてい

るか。 

ボールコントロール・ゲ

ームの方法や進行・人や

物との接触の基本が身に

付いているか。 

 

 

 

 

自分の能力に適した課

題に対し、積極的に取

り組んでいるか。 

運動に“美しさ・大き

さ・安定さ”があるか。 

 

 

 

一定のﾍﾟｰｽで走れる

か 

参加意欲 

 

三

学

期 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

３ 

サッカー 

 

 

 

 

バスケットボール 

 

 

楽しく全員がｹﾞｰﾑ

に参加できるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスケットボールの基本技術を習得しバ

スケットボールの楽しさを経験する。 

リーグ戦を行う。2人ﾊﾟｽからｼｭｰﾄ 

2対1 

5対4でﾎﾞｰﾙの取り合いｹﾞ―ム 

ﾎﾞｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ･ｼｭｰﾄ力 

･ﾊﾟｽ･ｹﾞｰﾑの中での活

躍、運動量を総合的に

評価する。 

 

技能練習に意欲的に取

り組んでいるか。 

その他 ( 履修上の留意点・大学等進学のための学習など ) 

 



科目名 単位数 指導学年・類・型 必修・選択 

柔  道 １ ２ 年 全類 必 修 

授業担当者 教科書名 副教材等 

  高校生の柔道 

 

科目の到達目標 

対人的技能を高め、工夫して投げる好機をとらえることができるようにする。投げ技から投げ技、投 

げ技から抑え技を連絡させ、より得意技の修得を目指す。 

 

 

 

 

 

評価の観点と方法について 

 投げ技から投げ技の連絡技を理合どおりに修得しているかどうか。形としての連絡技では対人技能を 

高める為の工夫がみられるかどうかを評価する。 

 知識・技能、思考・判断・表現、主体的に取り組む態度の３つの観点別評価があることを伝え、 

学期ごとに思考・判断・表現を問うレポート課題に取り組ませる。 

 

 

 

 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

一

学

期 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

７ 

受け身 

 

 

①投げ技 

（背負技･大外刈り） 

 

 

 

 

払い腰 

 

 

 

 

 

送り足払い 

無意識に受け身がと

れるようにする。 

 

反復練習を多くする

ことで、身体で理解さ

せる。 

 

 

 

前回りさばきで、前す

みに崩して払いあげ

るように投げる。 

 

 

 

前後の動きだけでな

く、横の動きを習得さ

せる。 

前まわり受け身を中心に、約束乱取形式で行

い、技に応じた受け身を修得する。 

 

背負投げ、大外刈の打ち込みを数多く行い、完

全に技の理合を理解させる。 

 

 

 

 

軸足一本で前方向に投げるのは難しいが、３人

打込で実際投げる感覚を習得させる。 

 

 

 

 

相手の横へ移動するのに合わせ、両足が揃うと

ころを払う。 

投げられることに対する

恐怖心を取り除かれてい

るか。 

崩し、作り、掛けの理合

を理解しているかどう

か。 

 

 

 

斜め前方にくずせている

かどうか。 

 

 

 

 

横に移動することに対処

しているかどうか。 

****



 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

二

学

期 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

12 

連絡技 

 大内刈→背負投 

 大内刈→体落し 

 

小内刈→背負投 

 小内刈→体落し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試合 

対人的技能を高め、よ

り相手を投げれるよ

うにする。 

 

対人的技能を高め、よ

り相手を投げれるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

試合の方法を理解す

る。 

大内刈、小内刈で実際に相手を投げる練習を反

復させる中で、背負投、体落しの連絡できるﾀｲ

ﾐﾝｸﾞを修得させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体格、技能に応じて、既習技による簡易な試合

を行う。 

後技と前技の連絡が理合

通り理解しているかどう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝負はもとより積極的に

既習の技をだしているか

どうかを判断し、勝負の

みにこだわらず評価を行

う。 

三

学

期 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

②絞め技 

  送り襟絞め 

 

  裸絞め 

 

 

 

 

 

 

投げ技と両輪である。

抑え込みと同様に絞

め技の習得 

 

 

 

後ろから襟を深く取って引きしめるように絞

める。 

後ろから手首を気管にあて、引きしめるように

絞める。 

 

 

 

絞め方の正確さはもとよ

り、相手の全身を制して

いるかどうかを判断す

る。 

 

 

 

 

 

 

その他 ( 履修上の留意点・大学等進学のための学習など ) 

  

「精力善用」「柔能制剛」の基本理念とし、目標は「自他共栄」であることの理解をさせる。 

 



科目名 単位数 指導学年・類・型 必修・選択 

保   健 １ ２年全類 必 修 

授業担当者 教科書名 副教材等 

 

 

現代保健体育 

（大修館書店） 

現代保健ノート 

（大修館書店） 

 

科目の到達目標 

個人生活及び社会生活における健康、安全についての総合的な理解を深め、自らの健康管理や健康的な 

生活行動の選択及び健康的な社会環境づくりができる能力を育てる。 

 

 

 

評価の観点と方法について 

 定期考査と平常点（保健ノートの提出・授業態度など）により、知識・技能、思考・判断・表現、 

主体的に学習に取り組む態度を総合的に評価する。 

 

 

 

 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

一

学

期 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

1 ライフステージと

健康 

 

2 思春期と健康 

 

3 性意識と性行動の

選択 

 

 

 

 

 

 

4 妊娠・出産と健康 

 

 

 

 

 

 

5 避妊法と人工妊娠

中絶 

 

 

ライフステージと健

康の関連について理

解する。 

 

 

思春期の特徴につい

て理解させる。 

性意識に関する男女

の特性や性に関する

情報の行動への影響

とそれらへの対処に

ついて理解させる。 

 

受精・妊娠・出産の一

連の過程を学習し、

胎児や母親の心身の

健康問題・予防や健

康のための支援につ

いて理解させる。 

 

 

 

 

各ライフステージで活用できる社会からの

支援について理解させる。 

 

思春期における体の発達の特徴を理解する。 

 

思春期の行動面・心理面の特徴を理解する。 

性意識の男女差と性的欲求について理解す

る。 

性に関する情報が性行動の選択におよぼす

影響について理解する。 

 

受精、妊娠、出産の過程についてのﾒｶﾆｽﾞﾑを

学ぶ。 

家族計画の意義について学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

避妊法について学ぶ。 

人口妊娠中絶について学ぶ。 

 

各単元の具体的な学

習内容にどのくらい

関心を示し、理解をさ

れているかで評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

****



 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

二

学

期 

９ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

6 結婚生活と健康 

 

 

 

 

7 中高年期と健康 

 

 

8 働くことと健康 

 

9 労働災害と健康 

 

10 健康的な職業生

活 

 

1 大気汚染と健康 

 

 

2 水質汚染・土壌汚

染と健康 

 

 

3 環境と健康にかか

わる対策 

 

4 ごみの処理と上下

水道の整備 

 

 

 

 

 

健康な結婚生活につ

いて心身の発達や本

人・家族の保健の立

場から理解させる。 

 

年齢とともに変化し

ていく体と心につい

て学び、それぞれの

段階で必要になる保

健・医療サービスの

活用のしかたについ

て理解させる。 

 

 

 

働き方や働く人の健

康問題の変化につい

て理解させる。 

 

 

 

 

大気にかかわる地球

規模の健康問題につ

いて理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の処理・

区分について理解さ

せる。 

 

 

 

 

健康な結婚生活を営むための留意点を心身

の発達の観点から理解する。 

結婚生活が家族の健康づくりにどう関わっ

ているかを理解する。 

 

加齢にともなう心身の変化について学ぶ。 

中高年を健やかに過ごすための留意点につ

いて理解する。 

高齢者の生活と健康に関する現状と健康課

題について理解する。 

高齢社会に対応した保健・医療・福祉の連携

の意義について学ぶ。 

保健行政の役割としくみについて理解する。 

保健サービスの内容とその活用法について

理解する。 

医療保健のしくみについて学ぶ。 

医療費が支払われるしくみを理解する。 

医療機関の選び方について学ぶ。 

 

 

 

 

働くことの意義と健康との関わりについて

理解する。 

労働災害の種類とその原因について理解す

る。 

職場がおこなう健康に関する取り組みにつ

いて理解する。 

 

大気汚染はどのように起こり、どのように健

康へ影響するかを理解する。 

 

水質汚濁はどのように起こり、どのように健

康へ影響するかを理解する。 

土壌汚染はどのように起こり、どのように健

康へ影響するかを理解する。 

環境汚染の防止・改善への対策について学

ぶ。 

 

ごみ処理の過程について理解し、ごみ・し尿・

上下水道の整備について問題点と対策につ

いて学ぶ。 

 

 

各単元の具体的な学

習内容にどのくらい

関心を示し理解され

ているかで評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

三

学

期 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

5 食品の安全性 

 

 

6 食品衛生にかかわ

る活動 

 

7 保健サービスとそ

の活用 

 

8 医療サービスとそ

の活用 

 

9 医薬品の制度とそ

の活用 

 

10 さまざまな保健

活動や社会的対策 

 

11 健康に関する環

境づくりと社会参加 

 

 

私達が健康に生きて

いくうえで私達をと

りまく食の安全性に

かかわる活動・社会

制度・医療サービス・

保健活動が深く関わ

っていることを理解

させる。 

食品の衛生管理のために行政および製造・生

産者がおこなっている対策を理解する。 

 

食品の安全性の確保のために私たちができ

る対策について学ぶ。 

 

保健行政の役割について理解する。 

 

 

我が国における医療保険のしくみについて

理解する。 

 

医薬品の正しい使用法について理解する。 

 

 

国際機関、民間機関などの保健活動について

理解する。 

 

健康の保持増進のための環境づくりについ

て理解する。 

各単元の具体的な学

習内容にどのくらい

関心を示し理解され

ているかで評価する。 

 

 

 

その他 ( 履修上の留意点・大学等進学のための学習など ) 

 



科目名 単位数 指導学年・類・型 必修・選択 

体 育 特 講 ４ 全 学 年  ３ 類 必 修 

授業担当者 教科書名 副教材等 

   

 

  

 

科目の到達目標 

 さまざまな角度からのトレーニングがあることを知り、その方法と効果について理解する。また、実 

践を重ねることによって、スポーツ選手としての資質をより高めていけるよう努力することを目的とす 

る。心身両面からのさまざまなトレーニング方法を学習し、実践してみて、自己の運動能力を把握、分 

析することを目的とする。 

 

 

 

評価の観点と方法について 

 各種トレーニングの個人データを点数化したものと、平常点（授業態度と研究心）により総合的に評 

価する。 

 

 

 

 

 

 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

一

学

期 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

７ 

･運動の重要性と体力

ﾄﾚｰﾆﾝｸ  ゙

･ﾏﾙﾁｽﾃｰｼﾞﾌｨｯﾄﾈｽ 

1回目 

RATS体力測定 

 1回目（実践） 

調整力を高めるﾄﾚｰﾆﾝｸ  ゙

･ﾗﾀﾞｰﾄﾚｰﾆﾝｸ  ゙

 

 

 

 

調整力を高めるﾄﾚｰﾆﾝｸ  ゙

･ﾐﾆﾊｰﾄﾞﾙﾄﾚｰﾆﾝｸ  ゙

 

 

 

 

水中ﾄﾚｰﾆﾝｸ  ゙

 

 

最大酸素摂取量の測定。 

 

 

 

調整力を向上させる。 

 

 

 

 

 

調整力を養う。 

 

 

 

 

 

運動と体力との関わりについて知る。 

 

20ｍ間隔に置いたﾏｰｶｰの間をﾃｰﾌﾟﾃﾝﾎﾟに合

わせて往復走し、持久力を測定する。 

2ｸﾞﾙｰﾌﾟにわかれて14項目のｱｽﾘｰﾄ測定を実

施する。 

調整力向上をねらって最も多活用されるﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

法。ﾗﾀﾞｰ（梯子）のﾏｽ（升）を１つ１つｽﾃｯﾌﾟしてい

くことを基本的なｽﾀｲﾙとして、競技特性に応じて

様々なﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝを用いる。調整力の向上に最も重要

なことは自由に動くことではなく、動きに（枠）を設

定した上で速く動くことである。 

ﾗﾀﾞｰと同様に調整力を養うﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ法の１つ。 

高さ15～30cmの小型ﾊｰﾄﾞﾙを連続的に跳び越えるこ

とを基本ｽﾀｲﾙとし、両足ｼﾞｬﾝﾌﾟ･片足交互ｼﾞｬﾝﾌﾟなど

がある。競技特性に応じて、直線の動きやｼﾞｬﾝﾌﾟだけ

でなく、左右への動き･横向きに進むなど多様なﾊﾞﾘｴ

ｰｼｮﾝがある。 

水中を歩いたり、ｼﾞｬﾝﾌﾟしたり、走ったりという水

の抵抗を利用したﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。 

 

 

･意欲的態度と積極性。 

 

･最大筋力を測定する。 

 

･身体をﾃﾞｻﾞｲﾝする。 

･研究心とｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞの

理解。 

 

 

 

･身体をﾃﾞｻﾞｲﾝする。 

･研究心とｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞの

理解。 

 

 

 

･全身をしっかり運動さ

せる。 

****



 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

二

学

期 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

12 

 

 

瞬発力を高めるﾄﾚｰﾆﾝｸ  ゙

･SQA ﾄﾚｰﾆﾝｸ  ゙

 

 

 

 

 

柔軟性を高めるﾄﾚｰﾆﾝｸ  ゙

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽﾄﾚｯﾁ 

 

 

 

･ﾏﾙﾁｽﾃｰｼﾞﾌｨｯﾄﾈｽ 

2回目 

 

RATS体力測定 

 2回目（実践） 

 

体力測定評価 

 

 

筋持久力を高める 

ﾄﾚｰﾆﾝｸ  ゙

 

直線的な速さとｽﾄｯﾌﾟし

てからの次へのｽﾀｰﾄ切

り換えで必要なｽﾋﾟｰﾄﾞ

と調整力､ﾌﾟﾚｰを行って

いる最中の加速。 

 

 

股関節の多様な動きを

向上させる。 

 

 

 

最大酸素摂取量の測定。 

 

 

 

 

 

 

S＝ｽﾋﾟｰﾄﾞ。 

A＝動－静－動→動き「切換」で求められるｽﾋﾟｰﾄﾞ。 

Q＝抵抗に打ち勝って動きを「加速」させるために求

められるﾊﾟﾜｰと可動性。 

 

 

 

動的な柔軟性を高めるために行う。 

ﾗﾀﾞｰﾄﾚｰﾆﾝｸﾞやﾐﾆﾊｰﾄﾞﾙ時にも要求される､股関節の 

多様な動きを向上させる。 

関節の形状･筋の走行などを考慮しながら、競技特性 

に応じた動作や四股を伸ばす｡ 

 

前回と同様の方法で、持久力ﾃｽﾄを行う。 

 

 

前回と同様のｱｽﾘｰﾄﾃｽﾄを実施する。 

 

 

ｱｽﾘｰﾄﾃｽﾄの個人ﾃﾞｰﾀを見て評価を下す。 

 

 

評価に基づいた新しいﾒﾆｭｰでのﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。 

・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞに関する正し

い知識を習得する。 

･意欲的態度と自己分析。 

 

 

 

 

･自己の体力の現状を知

る。 

･研究心と身体をｺﾝﾃﾞｨｼｮ

ﾆﾝｸﾞする。 

 

･自らの限界まで挑戦す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三

学

期 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

1年間のまとめ 

 

 

ﾄｰﾀﾙﾌｨｯﾄﾈｽ 

 

 

次のｼｰｽﾞﾝに向けて身

体をﾃﾞｻﾞｲﾝする 

 

身（心）体調整法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体を自己分析する。 

 

 

 

4 種目の運動（立位膝屈伸･腕立伏･腕屈伸･うつぶせ

上体そらし･あおむけ上体おこし）を休みなく 3 ｾｯﾄ

連続して行い､所要時間で評価する。 

 

 

 

･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞの考え方。 

･新正体法。 

 

 

 

その他 ( 履修上の留意点・大学等進学のための学習など ) 

 


